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研究成果の概要（和文）：高次脳機能障害者の社会参加を促進するためには，高次脳機能障害者とその家族およ
び支援者の高次脳機能障害に対する理解を向上させ，医療福祉連携を促進することが必要である．本研究では教
育用動画を作成し，その効果を検討した．動画の作成に先行して，高次脳機能障害者と家族の障害の自覚，専門
職から受けた説明，困りごとの変化，有益だった支援について東京高次脳機能障害協議会会員を対象に質問紙調
査を行った．その結果を踏まえ，高次脳機能障害の教育用動画を作成した。出演者は高次脳機能障害者当事者お
よび支援者に協力を得た．医療機関に通う高次脳機能障害者と家族に動画の視聴と視聴前後のアンケートを実施
し，効果を検討した．

研究成果の概要（英文）：We made an educational video to promote awareness of cognitive impairment 
due to acquired brain injury (ABI) and to foster social participation amongst those with this 
condition; we then considered the effects of the video. First, we gave the Tokyo Higher Brain 
Dysfunction Council a survey with questions regarding awareness, professional insights, difficulties
 faced by those with cognitive impairment, and helpful resources. Using the results of the survey, 
we created a video explaining cognitive impairment due to ABI, methods of dealing with the 
condition, and ways of seeking support. The actors in the video were real people with cognitive 
impairment and members of their support system. We then considered the effects of the video at 
medical institutions, Tokyo Higher Brain Function Association member organizations, and independent 
and functional training facilities.

研究分野： 地域リハビリテーション
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研究成果の学術的意義や社会的意義
高次脳機能障害者と家族の障害の自覚，困りごとの変化，有益な支援について，高次脳機能障害者と家族の傾向
や違いが明らかになった．また自由記述回答から社会参加の障壁として制度のわかりにくさが指摘されており，
支援の制度をわかりやすくすることが喫緊の課題と考えられる．本研究で作成された教育用動画「高次脳機能障
害者の社会参加を促進するために」を病院，自立訓練施設，就労サービス事業所，相談支援事業所など，多くの
支援の場所で当事者家族の教育，支援者の教育，地域生活支援に広く活用することにより，高次脳機能障害者の
社会参加を促進することができると考えられる．https://youtu.be/9RBeZ_AQuCo

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 

 
わが国では，多彩な行動障害を有する高次脳機能障害者への行政サービスは遅れ，2011 年よ

りようやく脳損傷者の日常生活・社会生活の障害に対するリハビリテーションや社会的支援へ
の取り組みが始まった．現在は高次脳機能障害者に特化した生活支援や復職・就労支援の取り組
みができる支援機関および自立支援協議会の高次脳機能障害部会や患者家族会の発足なども増
加しており，高次脳機能障害の認識度は向上したと考えられる．しかし，高次脳機能障害者は未
だにこのような支援や制度を有効に活用出来ているとはいえない．筆者は東京都板橋区の地域
自立支援協議会高次脳機能障害部会長として活動する中で、高次脳機能障害者の医療福祉連携
の進展は思うように進んではいない印象がある．高次脳機能障害は当事者，家族はもとより，支
援者にもわかりにくい障害であるとされている．医療の支援者は障害福祉サービスへの理解が
不十分であり，福祉の支援者は高次脳機能障害に対する理解が低く，当事者・家族は障害を医学
的問題ととらえ，医療サービスに固執する傾向にある（図 1）．医療の支援者には「高次脳機能
障害者の医療福祉連携を促進する職業リハビリテーション計画書（平成 26-28 年 Grant Number 
JP 2638766）」を作成し，その効果を検討した．本研究では医療福祉連携の焦点を高次脳機能障
害者とその家族に設定した．高次脳機能障害者は，障害を周囲に理解されない孤立感だけでなく，
解決すべき課題の焦点がずれることにより，サービスを受ける機会を失い，仕事を通じて得られ
る対価や人間関係、および働く喜びを得られないことは、人生における大きな損失である．また
社会においても障碍者雇用や包括的社会の実現にマイナスの作用が大きいと考えられる．  

 
２．研究の目的 
本研究の目的は，高次脳機能障害者と家族および支援者が高次脳機能障害を理解し，円滑に地

域生活支援および就労サービスに移行し，社会参加へとすすむことを目的とした教育用動画を
作成し，動画の視聴による高次脳機能障害者および家族の障害の自覚への効果を検討する．映像
の完成後はホームページなどで広く公表し，高次脳機能障害者および支援者、社会における高次
脳機能障害の理解向上に役立てることを目的とした． 

 
３．研究の方法 
１）高次脳機能障害者とその家族の障害に対する自覚の特徴に関する調査 
動画の作成にあたり，高次脳機能障害者とその家族の障害に対する自覚の特徴を明らかにす

るために，東京高次脳機能協議会（TKK）に所属する高次脳機能障害者とその家族にアンケート
調査を実施した．調査項目は基本的な属性，社会参加状況，高次脳機能障害の診断（開示のタイ
ミング，理解，その後の障害の自己認識），社会的つながり，入院中と退院後の問題，および障
害を理解するのに役立つと思われるサービスであった．統計分析には，基本的な記述統計，スピ
アマン相関分析，クラスカル・ウォリス H検定，マン・ホイットニーU検定，およびχ2検定を
使用した（IBM SPSS Statistics for Japan 24）．自由記述解答にはベレルソンの内容分析を用
いた． 
２）動画の作成と高次脳機能障害者及びその家族に対する動画の効果 
 高次脳機能障害者やその家族，支援者の障害に対する理解を深めることにより，社会参加を促
進するために 15 分間の教育用ビデオを作成し，その効果を検討した．動画は，高次脳機能障害
とは何か，その原因と症状，障害の自覚が持ちにくい理由，高次脳機能障害を自覚したタイミン
グ，困りごとの変化，代表的な高次脳機能障害とその対処法について，役に立ったサービス，支
援の求め方について，高次脳機能障害者とその家族の障害に対する自覚の特徴に関する調査の
結果を引用して 15 分間に構成した．高次脳機能障害者のリハビリテーションに経験の豊富な作
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業療法士 2名，高次脳機能障害の就労サービスに携わる支援者 1名，および東京都心身障害者福
祉センター高次脳機能障害担当者に動画のコンテンツとセリフの校正を依頼した．出演者には
高次脳機能障害者および職員役には板橋区内の地域活動支援センター，就労継続支援 B 型事業
所，区立障害者福祉センターの障害当事者および職員に依頼，協力を得た．撮影および音声と動
画の編集は医学映像教育センターに委託した（図 2）． 
 次に，本動画の高次脳機能障害者と家族の障害の自覚に対する効果を調査するために，板橋区
高次脳機能障害部会に所属する 5 病院のリハビリテーション部門に協力を依頼した．調査内容
は， 65 歳以下の入院中，外来あるいは通院中の高次脳機能障害者と家族に動画「高次脳機能障
がい者社会参加を促進するために」（15分）の視聴とその前後に 2回グーグルフォームによるア
ンケートの実施をするものである．動画の視聴およびアンケートへの回答は、筆者よりタブレッ
ト，ポケット WIFI を貸出して実施した．研究協力施設の作業療法士ないしは言語聴覚士にはあ
らかじめ割り当てた病院番号と対象者の整理番号、高次脳機能障害の原因疾患，障害，発症から
の期間を入力してもらった．対象者は質問の回答が可能であり，付き添い者およびセラピストの
代理入力を可とした．統計解析は，単純集計，クロス集計，対応のある比較検定，自由記述デー
タは質的内容分析を用いる． 
 作成された動画は広く公開し，高次脳機能障害者の医療福祉連携の促進に役立てる． 
 
４．研究成果 
１）高次脳機能障害者とその家族の障害に対する自覚の特徴に関する調査 
197 人（106 人の高次脳機能障害者，91人の家族，60.2％の回収率）より有効な回答が得られ

た．高次脳機能障害者の 71％が労働年齢（18-65 歳）にあり，15％が就業中であった．社会的つ
ながり感は高次脳機能障害者の 74％と家族の 86％に見られ，高次脳機能障害者と家族の間には
差があり，高次脳機能障害者の社会的つながり感は雇用状況と相関していた（P=.04）．高次脳機
能障害があると感じたタイミングは，高次脳機能障害者は入院中 31％退院後 25％（図 3），家族
は入院中 67％，退院後は 15％と有意差がみられた（P=.00）．高次脳機能障害者の 35％と家族の
60％は専門家による障害の説明により障害を理解したと回答した．高次脳機能障害者と家族は
双方とも入院中と比較して退院後に優位に多くの困りごとがあり，（高次脳機能障害者 P=.04，
家族 P=.03）,困りごとは基本的な日常生活活動から応用的生活活動に移行していた（図 4，図

5）．多数の高次脳機能障害者と家
族は障害の自覚を高めるための
有用なサービスとして通所施設
をあげていた（図 6）．高次脳機能
障害者と家族には入院後できる
だけ早く高次脳機能障害の状態
について教育することにより，退
院後の困難に適応するために地
域のサービスを受けることがで
き，コミュニティへの参加が促進
され，社会とのつながり感も増加
すると考えられた．自由記述回答
を内容分析した結果，全記録単位
は 231 単位，そのうち＜困難を感
じる障害＞（＜＞はカテゴリー）

図 2. 教育用動画「高次脳機能障害者の社会参加を促進するために」 



は 67 記録単位（29.0％），高次
脳機能障害者の＜社会参加のた
めの障壁＞は 63 件（27.3％），
＜必要と思われる支援＞は 101
件（43.7％）に分類された（図 7）．
困難を感じる障害は障害の自覚
が困難15件，感情抑制障害７件，
社会的行動障害 5 件があげられ
た．社会参加のための障壁は支
援者の無理解 22 件（31％），制
度の使いにくさ 33 件（46％）,
周囲の無理解 8 件（20％）があ
げられていた（図 8）．必要と思
われる支援には家族会 25件，専
門のサービス 25件，講演会 6件
などがあげられていた 2）．社会
参加のために障壁には＜制度の
使いにくさ＞が最も多く指摘さ
れていることは改善を要する喫
緊の課題と考えられる．また退
院後の困難に備えるために早期
から IADL の能力を向上させる
こと，障害から生じる困難に対
応すること，支援者の理解を向
上させること，認知障害に特化
した社会福祉サービスを増設す
ること，家族会のサポートをす
ることなどが有効と考えられる． 
 
２）高次脳機能障害者及びその
家族に対する動画の効果 
 調査期間は 2020 年 3 月 1 日
より 3 病院のリハビリテーショ
ン科にて開始した．65歳以下の
入院中，外来あるいは通院中の
高次脳機能障害者と家族に動画
「高次脳機能障がい者社会参加
を促進するために」（15分）の視
聴とその前後に 2 回自記式のア
ンケートの実施をするものであ
ったが，新型コロナウイルス感
染症感染拡大のため，調査協力
の依頼は 5 病院のうち 3 病院か

ら得られた．2病院からは新型コロナウイルス感染防止対策のため面会および診療や部外者の立
ち入りを制限するために研究協力期間を延期したいとの申し出があった．研究協力が得られた 3
病院でも新型コロナウイルス感染症病床拡大のため，病床稼働率の制限と外来患者および 
見舞客の制限を行っているため，5 月 12 日現在有効データは 3 例であり，統計的な結果を出す
には至っていない．アンケートの形式をグーグルフォームから質問紙形式に変更し，データ収集
期間を 6 カ月程度延長して集計している． 
動画は動画サイト Youtube にアップし（https://youtu.be/9RBeZ_AQuCo），高次脳機能障害と

中途障害の支援に特化した NPO 法人みんなのセンターおむすびホームページ，大学ホームペー
ジに掲載，東京都心身障害者福祉センター，板橋区障害者福祉センターに高次脳機能障害者の相



談支援時に動画の使用を依頼した．高次脳機能障害者とその家族の障害に対する自覚の特徴に
関する調査に協力を依頼した東京高次脳機能障害協議会（TKK）所属団体に動画の URL を送信し，
広く供覧してもらうことを依頼した．また，高次脳機能障害に関する研修会での利用として，板
橋区相談支援専門支援専門員研修および練馬区中途障害者通所事業家族交流会セミナーにて動
画を上映，筆者が講演を行った． 
2019 年 3 月より本教育動画を作成する過程で優れた教育用動画をホームページで配信するコ

ロラド州デンバーのリハビリテーション専門病院である Craig Hospital の Alan H. Weintraub
博士（クレイグ病院頭部外傷プログラム部長・コロラド大学医学部臨床教授）と研究交流を継続
している．本研究課題による取り組みとして 2020 年１月 25日，Alan H. Weintraub 博士を講
師として招聘，筑波大学大学院人間総合科学研究科と共催にて「アメリカにおける頭部外傷リハ
ビリテーションの実践と研究」を開催した．講演会には医師，作業療法士，理学療法士，言語聴
覚士他，高次脳機能障害の支援者およびリハビリテーション関係の研究者約 30 名が参加し，活
発な意見交換がなされた． 
筆者は板橋区地域自立支援協議会高次脳機能障害部会とかかわりが深い．今後も地域の活動

を通じて，作成された動画を広く公開し，高次脳機能障害者の医療福祉連携の促進に役立てる．
また，2020 年には英語サブスクリプトを追加し，海外の高次脳機能障害者の支援にも役立てた
いと考えている（Rehabilitation International congress 実践報告セッションに採択済み 
2020 年 9 月より 2021 年 9月に延期）．  
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